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快適な情報空間
〔Cybe｢space(サイバスペース)〕

信頼性 拡張性 タイムリー

リ瀾 卜

低コスト

シームレスな

ソリューション

(2)ネットワークSl

(3)

マネジメント

(1)コネクティビテイ

アンド

セキュリティ

SeamlessPLANET

(シームレスプラネット)

(1)コネクティビテイ

●自社製品ラインアップ

●他社製品との相互接続性

●ネットワークサービス

(2)ネットワークSl

●経験とノウハウを蓄積したS巨体制

●評価センタ運用

(3)マネジメントアンドセキュリティ

･製品単位

●システム全体

シームレスな

ソリューションの提供

注二略語説明 Sl(Systemlntegr∈心0∩).SE(SystemsEngineer)

"seamlessPJANET”による快適な情報空間の実現

SeamlessPLANETにより,(りオープンな接続性,(2)豊富な経験をベースとするネットワークSl,さらに(3)セキュアで運用効奉を高めるネット

ワーク管理･セキュリティを総合的に活用して,シームレスなソリューションを提供する｡

情報技術は急速に進展している｡スピーディなビジネ

ス環境の実現には,最新の技術･製品のシステムヘのタ

イムリーな適用が必要である｡

日立製作所は,製品の提供に加えて,ユーザーへの最

適なネットワークシステムを提供するネットワーク シ

ステム インテグレーションやネットワークサービスな

どへの対応を強化している｡1996年には,イントラネッ

ト･インターネットを支える新企業情報ネットワーク

システム コンセプト``seamless PLANET''を確立し

た｡従来の"PLANET/EX''をベースに,日立製作所の

情報事業コンセプト"FOREFRONTwithCyberspace

に対応し,快適な情報空間を支えるシームレスネットワ

ークを提供することをねらったものである｡

``seamless PLANET''の考えに基づいて最新の技術

を採用した製品やサービスにより,(1)インターネットと

イントラネットのシームレスな接続(コネクティビテ

イ),(2)既存ネットワークからLANスイッチやATM(非

同期転送モード)スイッチネットワークヘの円滑な移行

を実現するネットワークSI,(3)システムの一元的なマネ

ジメントとセキュリティ実現など,｢シームレス+なネッ

トワークソリューションを提供していく｡
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1.はじめに

インターネットの急速な普及と,企業でのイントラネ

ット構築の開始が進んでいる｡多種多様でオープンな技

術が活用される環境の中で,マルチベンダからの製品提

供が行われ,さらにネットワーク化の進展によるシステ

ム規模の拡大や利用者の急増などにより,パソコンに加

えてLANや,最近ではWANなどのネットワークも含め

た運用･管理･維持費用の急増がユーザーの最大の関心

事になってきている｡企業ユーザーのネットワークシス

テムヘのニーズを図1に示す｡

ここでは,``seamlessPLANET''の目標とする快適な

情報空間を支えるネットワークへの対応の考え方,最先

端の製品･サービス,およびソリューションについて,

幾つかの例を参考にしながら述べる｡

2."Sea州essPJANET”による快適な情報空

間の実現

"seamless PLANET''は日立製作所の情報事業コン

セプト"FOREFRONTwithCyberspace''に対応し,

快適な情報空間を支えるシームレスなネットワークソリ

ューションを提供することをねらったコンセプトであ

る｡このコンセプトは,(1)接続性を確保する技術と製品

(Connectivity),(2)それを統括するネットワーク シス

(2)組織の柔軟構造

フラット化への
対応

(1)拡張性

(高速･マルチメディア)

トータルな

ソリューションへの

ニーズ

(3)生産的かつ創造的

業務への対応

(5)タイムリーかつ

競争力のある製

品･サービスの

利用

(4)簡単で容易な

操作･運用環境

図1企業ユーザーのネットワークシステムへのニーズ

トータルなネットワークソリューションヘのニーズが高まって

いる｡

テム インテグレーション,および(3)ネットワークシス

テム全体での管理とセキュリティの実現(Management

andSecurity)を体系化したものである｡

2.1"Seamless PLANET”が目指すもの

"seamlessPLANET”は,技術革新の激しい企業情報

ネットワークシステム上で,次のことを中心に,快適な

情報空間の実現を目指している｡

(1)既存の環境を生かしながら新しい環境ヘスムーズに

移行できる拡張性

(2)新しい技術を安心して利用できる信頼性

(1)マルチメディアアンドハイスピード

既存ネットワークと新しいネットワークの
共存とマイクレーション

音声･データ･映像をシームレスに統合

(2)スケーラブルアンドリライアブル

システム規模の拡張をスケーラブル
に実現

フィールドアップグレード

高信頼なソリューション

(3)バーチャルアンドモバイル

Seamless

PLANET

･バーチャルプライベートネットワークの実現

･モバイルユーザーをシームレスかつバーチャルに結合

(5)プロダクトアンドサービス

･ネットワーク製品とネットワークサービスによる
トータルなソリューション提供

(4)マネジメントアンドセキュリティ

コンピュータシステムとネットワークシステムの

統合管理

ファイアウォールによるインターネットとイントラ

ネット結合

個人･組織の認証と機密データの暗号

図2 "SeamlessPLANET”を特徴づけるキーワード

インターネットとイントラネットのシームレスな接続,どこからでもシームレスな情報アクセス,および多種多様な製品･サービスのシーム

レスな利用を目標とする｡
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(3)最適なシステムにインテグレートすることによる運

用コストの低減

(4)タイムリーなソリューションの提供

企業ユーザーのネットワークシステムヘのニーズに対応

する"SeamlessPLANET”のキーワードを図2に示す｡

3.オープンでシームレスなネットワークを

実現する技術と製品(Connectivity)

3.1オープンなネットワーク製品への対応

企業では,各部署が最適な業務システムやネットワーク

を構築し,部署間の連携が拡張するにしたがって,必要

に応じて相互に接続,拡大していくイントラネットが普

及している｡さらに,企業内だけでなく,インターネッ

トヘのシームレスな接続･拡大も実現され始めている｡

最適な情報ネットワークの実現にシングルベンダとし

て対応するため,日立製作所は,オープン仕様を採用し

た一群のネットワーク製品を開発,提供している(図3参

照)｡

(1)ATMスイッチ製品｢ANシリーズ+ほか

｢ANシリーズ+は,ATM(Asynchronous Transfer

Mode)フォーラム標準準拠の幅榛(ふくそう)制御や独

自の共通バッファ方式スイッチの採用により,データ伝

送にあたって信頼性の高い通信を実現する｡

"ASlOO”は,ATMネットワーク上で既存アプリケー

ションを利用できるようにするATMサーバである｡

"AU20”は,既存のインタフェースをATMインタフェ

ースに変換するATMクラッド(専用)装置であり,広域

接続の際にATM専用サービスなどの利用を可能とし,

PBX

NP200･NP150

BM500
AU20

HS200

HSlOO

ANlOOO-5

⊂]

ATM LAN

コストの低減を進める｡

(2)LANスイッチ製品｢HSシリーズ+

｢HSシリーズ+はイーサネット環境(10Mビット/sお

よび100Mビット/s)での高速化を実現するLANスイッ

チであり,データのあて先を読み込み,該当するポート

にだけデータをスイッチすることにより,伝送性能を向

上させる｡また,セキュリティや運肝性を向上させるバ

ーチャルLAN機能もサポートする｡

(3)ルータ製品｢NPシリーズ+

｢NPシリーズ+は,小規模から大規模までさまざまな

規模のインターネットワーキングを実現するマルチプロ

トコルルータである｡基幹ルータ"NP200''や小･中規

模拠点に適した"NP150”は伝送データの暗号化機能を

可能とし,セキエアなネットワークが構築できる｡

今後注目すべき技術としては,IPスイッチなどのカッ

トスルー技術,イーサネットとの親和性の高い高速技術

｢Gigabit(ギガビット)イーサネット+などがあり,1997年

度から順次製品化する予定である｡また日立製作所は,

次世代IP技術であるIPv6(InternetProtocolVersion6)

の標準化活動にも積極的に参加しており,タイムリーな

製品の提供を目指していく｡

3.2 グロー′くルなネットワーク製品への対応

1996年7月から,米国でLANスイッチ"HS150''の開

発･販売を開始している｡1997年からは,企業向け

ATMスイッチ分野にも参入することにより,オフィス

でのスイッチングネットワーク環境対応を強化し,さら

に欧州･東南アジアもターゲットとしてグローバルな事

業を展開していく考えである｡

PBX

AU20

HS150

BM500

ATM専用サービス
ほか

ANlOOO-20

AN300シリーズ

ASlOO-】S

100Mビット/S

イーサネット*

NP200･NP150

HS50

注:略語説明ほか PBX(P｢ivateBranchExchange).ATM(AsynchronousTransferMode)

*イーサネットは.富士ゼロックス株式会社の商品名称である｡

図3 ネットワークシステムの構成例

最新の技術を採用したATMスイッチ｢ANシリーズ+,LANスイッチ｢HSシリーズ+,およびルータ｢NPシリーズ+を活用してシームレスネット

ワークを実現している｡
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1995年まで 1996年 1997年以降

インターネット

イントラネット

業

界

標

準

忙TF参カロ(業界標準プロトコル).
Gatedコンソーシアム参加

(業界標準ルーティンク実証検証)

WID巨プロジ工クト】P〉6ワーキンググループ活動

〔】P〉6二次世代インターネット技術(アドレス
拡張ほわ刊

ATM

および

ATMフォーラム参加(業界標準プロトコル)

ど
×ylan社との技術提携(HS200.HSlOO)

高速LAN
フ

イ 日立製作所海外法人HICAMとの高速LANスイッチ(HS150)
スイッチ ア

ン

共同開発･日米同時発売とその拡大

ス lpsilon社との技術提携
(lPスイッチ技術の導入)

注:略語説明

1巨TF(】nte｢net∈ngineeringTaskForce)

WIDE(WidelylntegratedDistributedEnvironment)

図4 業界標準化団体への参画とアライアンスの強化

インターネット技術やATM技術の標準化活動へ積極的に参加す

るとともに,先端ベンダとのアライアンスも強化している｡

オープンでグローバルなネットワーク製品を開発,提

供するため,各種業界標準団体への参画や先端ベンダと

のアライアンスも強化していく(図4参月別｡

4.容易な運用管理とセキュリティの高い

ネットワークを実現する技術と製品

(ManagementandSecurity)

4.1容易な運用管理

インターネット･イントラネットの登場でますます分

散化が進む企業情報システムで最大の問題となっている

ものの一つに運用管理の習得やコストがある｡日立製作

所は,業界標準の管理プロトコル"SNMP(SimpleNet-

work Management Protocol)”によるネットワーク管

理システム"NETM*Cm2''やソフトウェア配布支援の

ための"NETM/DM(Integrated Network Manage-

ment System/Software Resource Delivery Manage-

mentAssist)”,ジョブ運用管理用の"JPl(JobManage-

mentpartnerl)”などの各種製品を提供し,分散システ

ムの運用管理をサポートしている｡また,各種管理アプ

リケーションを提供するベンダとともにNETM AP フ

ォーラムを結成し,NETM*Cm2をプラットフォームと

するトータル管理ソリューションの提供を目指している

(図5参照)｡

今後は,(1)分散オブジェクト技術,(2)ディレクトリー

18

○ 血l

lNSエンジニアリンク株式会社

アライドテレシス株式会社

インテルジャパン株式会社

株式会社エー･シー･エー

工イ･デイーtネット株式会社

株式会社工ヌ･ケー･エクサ

クオリティ株式会社

ケーブルトロンうステムズ株式会社

株式会社CSK

株式会社ジョイントシステム･テクノロジ

セキテクノトロン株式会社

株式会社テクノコム

株式会社東陽テクニカ

日本タイレックス株式会社

日本ピー･エム･シー･ソフトウェア株式会社

日本ヒユーレットパッカード株式会社

◎◎

株式会社ネットワークバリューコンポーネンツ

株式会社ヒユーコム

〕Bネットワークス株式会社

株式会社ブJ-トシステムエンジニアリンク

株式会社日立インフォメーションテクノロジ

株式会社日立情報システムズ

株式会社日立情報ネットワーク

巳立ソフトウエアエンジニアリンク株式会社

日立電子サービス株式会社

日立電線株式会社

日立製作所

◎○

u

図5 NETM APフォーラムのメンバー一覧(柑97年1月現
在27社)

NETM*Cm2をベースとしたマルチベンダ環境でのトータルなネ

ットワーク管理ソリューションの提供を推進する｡

技術,(3)WWW十Java滋)技術を生かして,運用･管理を

より単純にする管理ソリューションを提供していく｡

4.2 セキュリティの高いネットワーク

オープンなインターネットの世界では,セキュリティ

が弱く安心した通信ができないと言われてきた｡しかし,

暗号技術の積極的な活用により,インターネットの上で

もクレジット情報や金銭情報を流せるようになってきて

おり,消費者と企業間,さらに企業間でのエレクトロニ

ックコマースの利用が期待されている｡データを暗号化

するという基本的な機能に加え,情報の改ざん防止,本

人や商店の確認などの認証技術,著作権物の健全な普及

を支援する透かし機能,さらに公証機能への適用などが

推進されている｡

日立製作所は,独自に開発したMULTI暗号に加え,各

種デファクト暗号技術とその応用をセキュリティフレー

ムワーク"SecuredCyberspace''として整理し,この考

えに基づいて製品･サービスを提僕していく(図6

参照)｡

※)Javaは,米国およびその他の国における米国Sun

Microsystems,Inc.の商標である｡
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日立製作所のセキュリティフレームワーク

■ Secu｢edCybe｢sp∂Ce l

アプリケー

ション
EC 是認 筈諾 拐

ミドル
ウエア セ竃芸イvpN 三言三完り言方り雲悪霊

ライブ

ラリ
秘密鍵 公開鍵 諾 認証

ハード 暗号 IC 暗号 Mo[dex*

ウエア LSl カード ルータ 機器

注:略語説明ほか

EC(ElectronjcCommerce)

EロI(Electro州CDat∂lnterchange)
VPN(Vi什UalPrivateNetwork)

*Mondexは.Mondexlnte｢nationalLim什edの登録商標である｡

図6 日立製作所のセキュリティフレームワーク

今後普及が期待されている分野や製品･サービスに対してセキ

ュリティフレームワークとして整理し,積極的に対応していく｡

5.タイムリーかつ最新のネットワークを

実現するネットワークソリューション

(NetworkSystemhtegration)

インターネットやイントラネットが一般化するにした

[コ

家庭

㌫

企業

電話
ISDN

OCN

専用線

テレビ

ゲーム機

ファイア
ウォール

イントラネット

[コ

がって,これらのネットワークを利用したサービスが注

目されている｡日立製作所は,次に述べる各種のネット

ワークサービスを提供している｡

5.1"netSpace”サービス

1995年5月から商用インターネットサービス``net-

Space''により,企業ユーザーから個人ユーザーに至るま

で幅広いニーズにこたえるため,全国に34か所(1997年2

月現在)のアクセスポイントを設置し,インターネットへ

の接続サービスはもちろんのこと,メディア変換サービ

スといったユニークなサービスなど,さまざまなサービ

スを提供している｡netSpaceのサービスを図7に示す｡

また,1996年10月にはオープンなインターネットを仮

想的な企業ネットワークとして利用する｢VPNサービ

ス+の提供を開始した｡

5.2 コールセンタなどのCTlソリューション

イントラネットと既存の電話･ファクシミリ環境を連

携,融合させ,営業活動の効率化や,顧客サービス･オ

フィス生産性の向上を実現したいというニーズが高まっ

ており,CTI(ComputerTelephonyIntegration)が注目

されてる｡

｢日立CTIソリューション+では,専門的な電話受け付

けサービスを支援する｢コールセンタCTIソリューショ

ン+と,オフィス内での電話応対やイントラネット,グ

ループウエアと連携した音声･ファクシミリメッセージ

ングなどを実現する｢オフィスCTIソリューション+の二

サービス拡張

分高速静止画伝送優先制御機能
ウェブ運用代行

インターネット接続サービス

インターネット仮想都市サービス

メディア変換サービス

インターネット

サービス

サーバ

′

世界中の

情報サーバ

笥′

□

19

◇広域なアクセス
ポイント展開

企業

ファイア
ウォール

イントラネット

[コ

注:略語説明 旧DN(lnteg｢atedServicesDigitalNetwork),OCN(OpenComputerNetwork)

図7"netSpace叩のサービス

広域なアクセスポイントの展開や高速静止画伝送などのサービスの拡張を推進している｡

世界中のユーザー
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顧客窓口センタ

(力:ブラウザから情報を見ながら通話指定
②:顧客に電話発呼してオペレークに接続

(卦:顧客と同じWWWページと顧客情報を表示

注:略語説明

WWW(WorldWideWeb)

図8 WWW連携コールセンタ

電話に加え,インターネットからのパソコンによるWWWアクセ

スとも連携したこれからのコールセンタにも対応していく｡

つのソリューションを提供する｡

今後もWWWと連携したコール センタ システムや

インターネット･イントラネット上での音声通話,ファ

クシミリ通信などを実現する製品を開発し,本格的なイ

ンターネット テレフォニー インテグレーションのソリ

ューションを提僕していく(図8参照)｡

5.3 インターネット活用の

マスカスタマイゼーシiンの実現

インターネットが個人ユーザーにまで普及した現在,

顧客と直結したビジネス展開が可能となり,企業の顧客

に対するサービスの提供方法に変革が迫られている｡

一例として,国際的な運送業者である米国Fedex社で

は,それまで企業内に蓄積されていた,顧客の郵便物が

どこにあるのかを表すトラッキング(追跡)情報をインタ

ーネットで公開することにより,ユーザーサービスの向

上を実現している｡このように,不特定多数のユーザー

に対して個別対応のビジネスを展開する｢マスカスタマ

イゼーション+の実現が求められてきている｡日立製作

所は,そのようなビジネス展開を実現するため,1997年

から企業と顧客および外部組織との新たなコミュニケー

ション形態を提案している｡
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6.おわりに

ここでは,``FOREFRONTwithCyberspace”の情報

空間を実現し,企業,社会,家庭からの自由な情報アク

セスやコミュニケーションを可能とするネットワーク製

品,サービス,さらにトータルなネットワークソリュー

ションを支えるコンセプト``seamlessPLANET”につ

いて述べた｡

今後も,21世紀に向けての各種の標準化活動やアライ

アンスなどを通じ,最新のネットワーク製品･技術を開

発していく考えである｡
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